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ま え ts き

本県沿岸海域の変動特性については，著者が以前に述べたが!)2)これらの報告は比較的近年(196

5年以降)の資料をもとにしての特性および，現象についての報告であった。

しかし，本県は海洋観測の歴史が古いために銭測データは， 表1.統計計算用変換メッシュー

かなりの量が蓄積され未使用の状態であるo そこで，本県沿伝?引l僅侵埼!宙 開!僑ノ尾崎
作¥線 360-S9.5'N/ 37"ICiz.O/NI 370-刊 .0'N 

岸を含む常磐海域の特性や長期変動を解明するためには，こ l;ょl{;::;;1l {;::;:1 |{::::;.: 
れらのデ タの統計処理が必要とされる。ここでは， 1940 1'1-1 1 l< ~-~0.6 EI' 一一一

年 1月から 1975年 3月までのデ タについて統計処理を行

い，その結果をもとに海況の予測を試みたので，その一部に

ついて報告する。

方 ;去

本県が実施した 19400年 1月から 1975年 3月までの観測

データを使用した。 1962年以前は現在実施されている沿岸

定線が設定されていなかったので，ここでは，当時の観測デ

ータを現在の定線に適応させるために変換表(表 1)を使用

して，それぞれの定点について，層ごとに次のことを行ったo

月平均値，標準偏差値について。水温および極分について，

定点、別に 0，10，20，50，100，200m層の月平均値およ

び標準偏差値を計算し，海況の季節変動をみる。

定点聞における相関についてo上記の各層における，年間
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陶三ぷ匂丞

の月平均値(l昌ケ月)を用いフ定点相互の相関係数 r

=五(xl x2 ) / 2: (守)戸(せ)から定点相互の 図1・

関係をみるO

積算平均値について。それぞれの定線の st -1を除

く定点において，表層から最下層までの積算平均水温

値を連続的なグラフにすることによれ定線および定

点における親潮勢力の強弱や長期的な振動についてみ
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海況の持続性と予測についてo 塩屋埼の 1浬--0 m， 

10浬 50m' 100m層の 3点において 1965年か

らの水温変化と先に計算した月平均値との偏差を記号

で示し，海況の持続性について論じ，さらに海況の短.

期予測を試みる。

結果および考察

1) 

月平均値についての考察は，すでに報告しているので，ここでは標準偏差について述べる。先ず，

表 2(A)が示すように塩屋埼の全般的な傾向では，標準偏差値 の小さな月の出現は 9月が圧倒的に多

く， 10月， 12月の瀬になっている。一方，大きな値の出現は， 4月， 3月， 5月のs震になっているo

すなわち，水温妻、化が少なく安定しているのは， 9月， 10月， 12月であり，反対に水温変化が大きく

不安定な月は生月を中心にした 3-5月の春季であるo 表2(B}-ぜ示すように富岡定線では，変化の少

ない安定している月に 12月が出現しているが，これについては冬期の観測が少ないことから標本数

が少ないために値が小さくなっているのであろう。また，水温変化の大きい月の出現では， 3月が一

番多く，塩屋埼と若干の違いがみられるo 鵜/尾埼で安定しているのは 2月が多く，次に 9月であるo

前者は最低水温期であり，後者は最高水温期と同時刻である。水温変動の大きい時期は他の定線同様

3月， 4月， 5月であった(表 21Cl)。定線別の出現月については以上のとお nであるが， の最

小，最大の年間平均値では，塩屋埼定線の値が一番大きく富岡，鵜ノ尾埼と北へ移行するにつれて小

さくなっているo すなわち，本県では南部海域ほど甑流系による水温の変化が激しい。
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塩分量では，表 3に示すように沖合より沿岸が低塩分であヲ特に 1浬点ではその傾向が顕著である。

また， 1浬海域でも塩屋埼よりは富岡が低く，鵜ノ尾埼は更に低くなっている。このように鵜ノ尾埼

における塩分量が他の 2定線に比べて極端に低いのは，前にも触れたように仙台湾の中に位置してい
> 3) 

るために陸水の混入が多いのであろっ。季節加では， 9月に極小値の出現が圧倒的に多く，次に 7月

である。 9月は台風シ ズンで， 7月は梅雨でありともに降水量が多いための影響と考えられるが，

50m層や 100m層においても 9月に極小値の出現がみられることを考慮すればJ他の原因も作用し

ているのであろう。年間の変化では， 11月頃から 8月， 4月まで比較的高塩分で経過し，初夏 5月か

ら10月頃にかけて低塩分であるO 層別の特徴では， 100 m層が高塩分で表層に近い程塩分量が低く

なっている点が注目されるo 100m層では，周年塩分変化が少なく高い{直が持続しているためであろ

う。標準偏差値では， 2月には小さな値を示している反面 9月， 10月は大きな値となっており水温

でみられた特徴とは若干矛盾している。この点については今後充分に検討する必要があろう。

表3.塩分量月平均値および標準 偏 差 (515. 1~550. 3) 
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定点聞の相関については，始めの年間の月平均値を使用して，相関係数 rzzzpz/Z(zp

I:: (XPを計算した結果，水温での相関係数値は表4(A)--(E)に示すとおりほとんどの部分で 0.9以上

で，かなり高い値となっているO このような高い値の中での差を比較することについては異論もあろ

うが，若干の特徴について述べる。

層別の値の比較では， om層が相対的に高く，深くなるにしたがって小さな値となっている。また，

定点間の相関では，隣の定点，すなわち距離の近い定点との聞に高い相関がみられることは当然であ

ろう。 Om層の特徴をみると S-2が他の定点に対して高い相関を示していることは， S-2がある

意味において om層における代表点とみなすことが可能であろう。また，各層で共通しているのは，

T-5が他の定点に対して相闘が低く孤立した存在となっているo
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表4. (E) 

塩分量での相関では，水温の相関程には高い値を示さず， 0.9以上の値は隣の定点、にみられる程度

である(表5(Aト(E))。共通じた特徴は， u ~- 5の相関が他からみて極端に低い値となっているの付 7

この海域において海流が変、化する場合が多いためと考えられる。
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止LtL二
積算平均水温の経年変化を図 2(Aト(c)に示した。塩昼埼におけるグラフの連続性が強いのは，他の

定線より綴測が多いためである。盗屋埼での観測が密であったといっても 1962年以前は，年間 5-

6回であったため， グラフは不連続となっている。前にも述べたように観測に 2ヶ月以上の空白があ

る場合は，グラフは連続しないことになっているので，富岡，鵜ノ尾埼の冬期は不連続が多い。

毎年の季節変化では，ほぽ 9月を最大値とし 2-3月を最小値としている。 9月の最大値をそのま

ま黒潮系水の勢力とするには，問題があるが， 3月の最小値は親潮系水の勢力と考えられる。このよ

うにして寝屋埼定線をみると，最大値の年変化は少ない泊九最小値は年により変動が生じていること

がわかるo すなわち， 3月にみられる親潮系水には明らかに年変動が認められるo
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図3.
DURABfLITY OF WATER TEMPERATUR 
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えれば 1973年， 1974年の異常冷水は突然に出現したかのように思われたが塩屋埼におけるこれ

6の特性をみると決して突然に出現したのではなく前年の秋強いては夏頃から前兆があったと考えら

れる。

これらの特性を考慮すれば，特定の時期における短期予測が可能と考えられるので以下水温の予測

を試みる。図 4(A)-(c)は過去数年間の秋から春にかけての水温経過ならびに予測水温である。予測

は 1975年 11月までの観測値から，それ以降 8月までの水温を予測したものである。予測の線拠は

先に述べた持続性， 11月頃の水温の平年偏差，積算平均水温値の連続グラフにおけるリズム等であ

るo 塩屋埼 1浬の Om層を伊jにとれば， 1975年の 9-1 0月には低温に経過していたが 10月末か

ら11月中頃にかけて徐々に昇温して平年水温に近くなっている。 50m層においても同様な傾向を示

しているo したがってその後の水温は平年値か平年をやや下回る水温で経過する可能性が強い。図中

矢印の線は，実測値，すなわち予測に対する検証である。塩屋埼 1浬 om層の 12月を除けば， Iまぽ予

測に合った水温で経過したことが証明される。塩屋埼における水温特性から春季親潮を予測するには，

若干の問題があろうが予測の一つの方法として偶然より期待される一致率よりは，はるかに高い的中

率が 12月から 3}Jにか付て得られるであろう。
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しかし，本県海域で一番必要とされる海況予測の時期は，何といっても春から夏にかけての暖水に

ともなう温水系回遊魚の北上する時期であろうがこの時期について先にも述べたように海況に持続性

がみられず変動が激しいため現時点での予測はむずかしいが，今後は何らかの方法でこの問題に取り

組む必要があろう。
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要 約

1，本県海域で水温変動の大きい時期は 4月を中心にした 3-5月であり反面変動が小さく安定して

いるのは， 9月， 10月である。

2，塩屋埼定線は，他の二定線よりも海流系による水温変動が激しいo

8 塩分量では沖合よりも沿岸が低いo また，鵜ノ尾埼の浅海域は陵水の混入が多いため他よりも極

端に低い。

4，年間平均塩分量では， 100 m層が高く表層ほど低い。-
5，定点聞の相関では，距離の近い隣の定点に対して高い相関を示しているo また，塩分量の相関で

は， u-5 (鵜/尾埼 30浬)の相関が低いことが注目されるo

6，積算平均水温のグラフで 3月に出現する最小値は，親潮系水の勢力を示し，その勢力には， 10 

年前後の波が認められる。しかし，鵜ノ尾埼定線ではで明確で三。

7，塩屋埼定線の 3点における水温経過をみると，水温い持続性何冊められ，特に秩から春にかけて

は，持続の傾向が強いo すなわち，春に親潮が強く著しく低温の年は前年の秋もしくは，夏頃から

8そit:22の塩屋埼での観測l値をもって，翌年の 3月までの水温の予測を行ったところ，ほ

ぼ満足した結果が得られた。
なお，計算に際しては東京電力 01.)の全面的な協力を得たo ここに謝意を表しますO
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